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私が生活するドイツBW州のハイデルベルクは人
口15万人の小さな地方都市です。路面電車と

バスが縦横に整備され、旧市街と新市街の間にその
停留所が集まるビスマルク広場が位置しています。私
はこの広場を通って毎日通勤しています。この広場に
は各党のポスターがあちこちに掲示されました。左翼
党はストレートな「○○反対! 」が多いのと対象的に、
緑の党はGenug!（充分!）など、ちょっとオシャレにも
じった表現でした。
5月に入ると候補者の写真入りポスターが貼られは

じめ、週末土曜日は必ずどこかの政党がパラソルやテ
ントを広場にだして、パンフレットやチラシを配ってい
ました。投票日の1週間前には市報が全戸配布されま
した。バリアフリーの投票所情報や、投票用紙の書き

方も掲載されています。ハイデルベルク市議会議員選
挙は完全比例制で定数48、有権者は48票与えられ、
1人の候補者に3票まで入れられます。今回は4人の
学生候補が当選しました。ハイデルベルクのような小
都市ではみんなが知り合いです。各有権者が定数だけ
入れられる制度はご近所や仕事仲間がいがみ合わなく
てよい、地域社会に優しい選挙制度だと思います。 
かたやEU選は1人1票、政党名で投票します。EU

選ではドイツ緑は少し議席数を減らしましたが、EU
全体で55議席獲得。緑の党、左翼党ともに銀行シス
テムの改善を訴えました。ドイツでは現在、日本の借
金は爆弾になりうるとの評価もあります。 日本の緑の
みなさんが原発、国家の借財などに反対や改善を訴え
ることは世界にとって必要なことなのです。

1人で48票投じられるハイデルベルク市議会選挙
ドイツ、ハイデルベルクでEU選/地方選をみて 

3月
推薦 長野県上田市議選 石合ゆうた 新人 落選

4月
推薦 北海道士別市議選 国忠たかし 現職 当選
推薦 鳥取県鳥取市議補選 井上さとる 新人 落選
推薦 埼玉県久喜市議選 猪股　和雄 現職 当選
推薦 埼玉県秩父市議選 清野　和彦 新人 当選
応援 埼玉県春日部市議選 古澤　耕作 新人 当選

6月
推薦 東京都立川市議選 大沢ゆたか 現職 当選
応援 鳥取県米子市議選 土光ひとし 新人 当選
推薦 兵庫県加古川市議選 松崎　雅彦 現職 当選
推薦 東京都杉並区議補選 川野たかあき 新人 落選

9月
9/06
公認 兵庫県高砂市議選 井奥まさき 元職

9/21
推薦 新潟県胎内市議選 佐藤ひろし 新人

度々話題にあがるネオニコ（ネオニコチロイド系農薬）。
全国的に猛威を振るっている松枯れ対策に高濃度のネ
オニコ散布が増加。効果は? 健康被害は? 生態系への
影響は? 長野県上田市を舞台に、松枯れ空中散布のド
キュメンター映画制作中。緑の党信州の学習会をきっか
けに映画製作がはじまりました。賛同人大募集! 
詳細はfacebook「やまんばの松」で検索を。

空中散布をやめた町に
コウノトリが戻ってきた

「土に触れ、農と循環型社会を考える」
プロジェクト始動

1995年に山形
県・新庄の有機農
家10数名とお米
の産直・提携を目
的とした「ネット
ワーク農縁」という

グループをはじめました。現在世話人・事務局をし
ています。スタンスは〝遺伝子組み換えNO! 在来種
を守ろう″です。1998年に遺伝子組換え大豆食品
輸入に対抗して新庄大豆畑トラスト、2000年には
遺伝子組換え稲をSTOPするために新庄水田トラス
トを立ち上げています。首都圏を中心に数百人の会
員が参加しています。
最近、緑の党会員発プロジェクト「土に触れ、農

と循環型社会を考えるプロジェクト」を発足、緑の党
会員・サポーターだけでなく、農と循環型社会に関心
がある人達に参加を呼びかけています。全国の、有
機農や自然農、半農半Xのライフスタイルに興味のあ
るメンバーで、顔の見える関係を作っていきませんか。

田中 正治
（ネットワーク農縁 東京事務局長 グリーンズ千葉会員）

スローガンは
「緑の生活が運動だ」です。

32歳の頃、チェ
ルノブイリの放射
能が日本まで飛ん
できて脱原発運
動を始めました。
その3年後に

「原発いらないひとびと」で参院選をたたかいまし
たが、それから20数年ぶりに「緑の党」という政
治の世界に戻って来た60歳の新人です。 私は中津
の作家、故松下竜一氏と一緒に再エネのNPOを立
ち上げたり、農業、林業や薪の販売などをして生活
しています。小坂農園では、びわ関連商品や甘夏な
どの無農薬の農産物を通販で販売しています。3.11
以後、関東から避難して来た方や農業仲間などが支
え合って緑の暮らしを実現させたいと「緑の党おお
いた」を作りました。私たちのスローガンは「緑の
生活が運動だ」です。
「緑の党おおいた」は来年の統一地方選の候補者
を募集しています。また、私たちと一緒に「緑の政
治」を進めるための会員やサポーターも募集していま
す。また県本部へ移行するための準備も進めています。

　小坂 正則 （緑の党おおいた）

待ったなし!    食、環境、地域社会…。
将来世代のために頑張ります。

はじめまして、
佐藤陽志です。私
は初めて父親に
なった頃から、『子
どもたちのために
なることがしたい』

と強く思うようになりました。そして、静岡県の環境
NGOでノウハウを学び、Uターンして【たいない自然
学校】を立ち上げました。ここでは、農業体験やキャ
ンプなど、自然体験型の環境教育を行っています。 
しかし、草の根活動だけでは突破できない課題が

あることを感じるとともに、政治の場での決断や政
策実現の必要性を感じるようになりました。子ども
たちに引き継ぐ自然環境を守るとともに、地域社会
を改善していかなければいけないとの思いがありま
す。そのため、政治や議会の場でも将来の世代のた
めに頑張りたいと考えています。

佐藤ひろし 
（新潟県 たいない自然学校 代表理事）

連携組織「greenish WORKS.」（グリーニッシュ
ワークス）がデザインしたTシャツの仕入れ予約受
付を開始。オーガニックコットン100%！ 「政党っぽ
い」デザインではなく、メンバーの若い感性で作り
ました。卸値は3000円。地域組織や都道府県本
部は仕入れたTシャツを3500円（希望小売価格）で
販売することで、１枚につき500円が運営資金に。

●詳細は当HP http://www.greenish-works.org/
　または非公式MLなどでご覧下さい。

ユース組織デザインのTシャツが完成 

 1枚につき500円が運営資金に! 

目からウロコ！
    選挙結果　10人中7人が当選!

詳細は緑の党webサイトをご覧ください。
開催・受講希望の方はgreens@greens.gr.jp
または担当：宮部（090-1548-5929）まで。

5/16、17 …………………… 新潟
6/14、15 ………………… 北海道
6/22 7/6、20、21 8/3、17 … 京都
6/29 7/13、27 …………… 東京
8/23、24 …………………… 仙台

選挙スクール
各地で
開催中

太田 美紀 Brecht（ハイデルベルク）

MOVIE 自主映画製作中!

※写真はイメージ図です。実際のデザインは多少変更になるかもしれません

八木 聡（DVD製作実行委員長・緑の党信州共同代表）

● 終電近くまで続いた官邸前抗議行動。7/1

京都で開催された「緑の党 政治・選挙スクールin関西」6/22　
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グローバルグリーンズ憲章の6つの政治理念に基づき
「緑の社会ビジョン」の実現をめざします。国政に緑の議席を!

CONTENTS
P1 放射線被曝低減策アンケート調査報告　　　
P2 リニア新幹線問題、大飯原発訴訟
P3 インタビュー　すぐろ奈緒／清野和彦　ほか
P4 会員からの報告 ほか　

1 放射線空間線量計測 50自治体が独自調査実施、しかし計測数が充分とはいえない

2 線量計無料貸し出し 52自治体が実施。ただし空間線量計貸出は15自治体にとどまる
3 食材の持ち込み検査 全59自治体が実施。今後数十年にわたる長期の取り組みが求められる
4 児童・生徒へのマスク着用呼びかけ 57自治体が実施せず。内部被ばくを避ける一層の努力が求められる

5 遠隔地への子どもの避難・
保養目的の旅費等の独自補助

実施は3市のみ（ただし詳細は報告書参照）。文部科学省の補助事
業の要件は柔軟性に欠けており、より柔軟な制度運用が必要。また、
ニーズに応じた自治体独自の取り組みも検討する必要がある

6 ホットスポットへの注意喚起 57自治体が実施せず。市民への情報の周知や対策が求められる
7 学校給食の独自調査 53自治体が実施
8 原子力防災計画 25自治体が計画なし。早期の策定が求められる
9 安定ヨウ素剤の備蓄 41自治体が備蓄せず。全自治体の早期備蓄が必須
10 自治体の独自取り組み 郡山市は子どもの積算線量チェックを行っている

自治体が電力会社の肩代わりをするには
あまりに酷な現状が明らかに

1

福島県内全59市町村、　回答59自治体、　回収率100%

～放射線被曝低減策アンケート調査結果報告要旨～

結果 福島で記者発表
福島県政記者クラブにてにてアンケート調査の報告会を行った。
左から：蛇石郁子（郡山市議）、滝田はるな（郡山市議）、中山均
（緑の党共同代表・新潟市議）、丸尾牧（プロジェクトリーダー・
兵庫県議）　（7月4日）

GREENSJAPAN SNAP

地方選挙で緑の党推薦候補者が続々と当選！ 左：秩父市議選、新人の清野和彦氏が当選。中：立川市議の大沢ゆたか氏は6期めの当選。右：杉並区議補選で善戦した川野たかあき氏。
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み
が
進
ん
で
い

な
い
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

長
谷
川 

羽
衣
子

　
（
緑
の
党
グ
リ
ー
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン

　

  

共
同
代
表
）

ホットスポットへの
注意喚起

マスク着用の
呼びかけ

遠隔地への避難
旅費等の補助

行われていない行われている

食材の持ち込み検査・学校給食の検査

空間線量の計測

線量計の貸出

自治体の被曝低減策として

集団的自衛権行使容認の閣議決定に反対し、緑の党も行動しています。
緊急声明はこちら→http://greens.gr.jp/seimei/11572/

● 終電近くまで続いた官邸前抗議行動。7/1● 全国から1万人（主催者発表）が駆けつけた官邸前。7/1 ● 公明党本部前で訴える杉原浩司（緑の党・脱原発担当）。6/28　 ● 大分市、共産党・社民党と共に超党派での抗議行動。7/1
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3.11を経て　誰もが認める事実に基づいた歴史的な判決
大飯原発差し止め訴訟

　
　 「
司
法
は
生
き
て
い
た
」

福
井
地
方
裁
判
所
は
、去
る
5
月
21
日
、大

飯
原
発
3
〜
4
号
機
の
運
転
差
し
止
め
を
認

め
る
歴
史
的
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
原

告
団
や
弁
護
団
が
掲
げ
た
、「
司
法
は
生
き
て

い
た
」
と
い
う
垂
れ
幕
に
、
深
い
共
感
を
寄
せ

た
市
民
は
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　 

歴
史
的
な
名
判
決

こ
の
判
決
は
、
仮
処
分
決
定
を
別
と
す
る

と
、
福
島
第
一
原
発
事
故
後
初
め
て
の
、
原
発

裁
判
に
お
け
る
司
法
判
断
で
す
。
判
決
要
旨
、

判
決
全
文
と
も
、
原
告
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

特
に
、
判
決
要
旨
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

人
格
権
が
憲
法
上
最
も
高
い
価
値
を
有
す
る

こ
と
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
原
発
事
故
こ
そ

本
当
の
意
味
で
国
の
富
を
失
わ
せ
る
こ
と
や
、

ま
し
て
や
C
O
2

削
減
を
口
実
に
原
発
を
推

進
す
る
こ
と
が
言
語
道
断
で
あ
る
こ
と
が
、
美

し
い
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
訴
状
で
も
書
き
ま
し
た

が
、
そ
の
後
判
決
ま
で
に
原
告
の
皆
さ
ん
が
口

頭
弁
論
で
行
っ
た
意
見
陳
述
、た
と
え
ば
緑
の

党
会
員
で
も
あ
る
木
田
節
子
さ
ん
や
浅
田
正

文
さ
ん
が
述
べ
た
、
美
し
い
福
島
の
大
地
が
原

発
事
故
に
よ
っ
て
無
残
に
も
踏
み
に
じ
ら
れ

た
事
実
、
あ
る
い
は
若
狭
現
地
の
原
告
の
方
々

が
述
べ
た
、
原
発
近
く
で
暮
ら
す
不
安
に
、
裁

判
官
が
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
た
こ
と
、
さ
ら
に

は
、
原
告
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の
意
見

を
目
に
し
た
こ
と
も
、
直
接
間
接
に
、
今
回
の

判
決
に
影
響
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、原
告
団
の
勝
利
で
あ
る
の
は
も
と

よ
り
、
皆
さ
ん
全
体
の
勝
利
だ
と
い
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
後
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
宝
で

あ
る
こ
の
判
決
を
、
ぜ
ひ
、
各
地
の
脱
原
発
に

お
い
て
、
ご
活
用
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　 

し
か
し
、「
画
期
的
」
で
は
な
い
こ
と

一
方
、
こ
の
判
決
は
、「
歴
史
的
」
で
は
あ
っ

て
も
、
決
し
て
「
画
期
的
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
9
9
2
年
に
既
に
最
高
裁
は
、「
原
子
炉

施
設
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
い
時
は
、
当

該
原
子
炉
施
設
の
従
業
員
や
そ
の
周
辺
住
民

等
の
生
命
、
身
体
に
重
大
な
危
害
を
及
ぼ
し
、

周
辺
の
環
境
を
放
射
能
に
よ
っ
て
汚
染
す
る

等
、深
刻
な
災
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る

こ
と
に
鑑
み
、
右
災
害
が
万
が
一
に
も
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
」（
傍
線
筆
者
）と
判
示
し
て
い
ま

す（
以
下
「
伊
方
最
高
裁
判
決
」）。
福
井
地
裁

は
、
こ
の
伊
方
最
高
裁
判
決
の
趣
旨
を
、
民
事

訴
訟
に
妥
当
す
る
限
り
で（
伊
方
最
高
裁
判
決

は
行
政
訴
訟
に
対
す
る
判
断
）
踏
ま
え
、
か
つ
、

科
学
の
本
質
を
踏
ま
え
て
判
断
し
た
の
で
す
。

こ
の
判
決
は
、従
来
の
原
発
裁
判
で
見
ら
れ

た
よ
う
に
、
行
政
庁
や
原
子
力
推
進
勢
力
が

依
拠
す
る
一
方
の
科
学
的
見
解
の
み
が
正
し

く
、
他
は
採
用
す
る
に
足
り
な
い
と
断
じ
る

愚
を
犯
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

判
決
は
科
学
論
争
の
審
判
を
気
取
る
こ
と

な
く
、
①
十
年
足
ら
ず
の
間
に
何
度
も
、
基

準
地
震
動
を
超
え
る
地
震
が
原
発
を
襲
っ
た
、

②
外
部
電
源
な
ど
冷
却
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
な
設
備
が
、
そ
の
基
準
地
震
動
以
下
で
破

損
し
う
る
、
③
使
用
済
み
核
燃
料
が
、
堅
固

な
設
備
で
覆
わ
れ
て
い
な
い
等
の
、
誰
も
が
認

め
る
事
実
を
踏
ま
え
、
悲
惨
な
事
故
が
万
が

一
に
も
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
健
全
な
判
断
を
下

し
た
の
で
す
。

　
　 

今
後
の
展
望

こ
の
判
決
は
、
と
り
わ
け
3
・
11
以
降
に

お
い
て
脱
原
発
を
求
め
る
国
内
外
の
多
く
の

人
々
の
動
き
が
示
す
、大
き
な
歴
史
の
流
れ
が

生
み
出
し
た
も
の
で
す
。
今
日
、様
々
な
政
党

支
持
の
市
民
が
、
脱
原
発
な
ど
社
会
を
緑
に

す
る
動
き
に
参
加
し
つ
つ
あ
り
、
例
え
ば
京

都
地
裁
な
ど
で
も
大
飯
原
発
差
し
止
め
を
求

め
る
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
ち
な
み
に
京

都
の
原
告
団
で
も
、
緑
の
党
の
メ
ン
バ
ー
が
活

躍
し
て
い
ま
す
）。緑
の
党
の
一
員
で
も
あ
る
私

が
、
控
訴
審
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の

動
き
の
連
携
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
け

る
か
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
お
知
恵
を
お
借

り
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
笠
原 

一
浩  

　

　（
大
飯
原
発
差
し
止
め
訴
訟
弁
護
団

　

    

事
務
局
長　

緑
の
党 

運
営
委
員
）

4 3 2 1

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
は
?

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
東
京
〜
名
古

屋
間
を
時
速
約 

5
0
0
㎞
で
走
行
す
る
リ

ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
に
よ
り
約
40
分
で
結

ぶ
新
た
な
新
幹
線
で
す
。
建
設
・
営
業
主
体

は
J
R
東
海
。
2
0
1
4
年
度
中
の
着
工
、

2
0
2
7
年
の
開
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
点

● 

沿
線
全
県
で

　

貴
重
な
自
然
が
失
わ
れ
る

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
南
ア

ル
プ
ス
の
ほ
か
、神
奈
川
県
、山
梨
県
、長
野

県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
の
そ
れ
ぞ
れ
で
国
定

公
園
や
県
立
自
然
公
園
な
ど
数
々
の
自
然

保
護
地
域
を
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
ま
す
。
リ

ニ
ア
は
そ
の
機
能
上
ほ
ぼ
直
線
の
ル
ー
ト

を
と
る
た
め
、
回
避
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
多
く
の
絶
滅
危
惧
種
、
貴
重
種
の

生
息
環
境
の
消
失
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

沿
線
各
地
で
水
枯
れ
の
恐
れ

東
京
―
名
古
屋
の
走
行
区
間
の
約
8
割

が
ト
ン
ネ
ル
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
は
、
工
事
に

よ
る
水
脈
の
断
絶
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
、
リ
ニ
ア
実
験
線
の
ト
ン
ネ
ル

工
事
の
後
、
山
梨
県
大
月
市
朝
日
小
沢
地

区
、
笛
吹
市
御
坂
町
、
上
野
原
市
無
生
野
地

区
な
ど
で
水
源
が
枯
渇
し
川
が
消
滅
。
今

後
工
事
が
進
め
ば
大
井
川
の
流
量
は
毎
秒

2
ト
ン
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日本史上最大の環境破壊が間近に
どうする？　リニア中央新幹線計画

J
R
東
海
が
今
秋
着
工
を
目
指
す
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
。
大
規
模
な
自
然
破
壊
、
膨

大
な
電
力
消
費
、
健
康
被
害
、
安
全
性
、
採
算
性
な
ど
に
つ
い
て
、
環
境
省
、
沿
線
各
県
知

事
・
市
民
団
体
、
更
に
は
J
R
東
海
労
組
等
か
ら
も
多
く
の
懸
念
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

J
R
東
海
は
そ
れ
ら
の
多
く
を
「
事
後
調
査
」
扱
い
に
し
て
早
期
の
着
工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

緑
の
思
想
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
か
の
よ
う
な
こ
の
計
画
に

対
し
、
緑
の
党
で
は
会
員
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
S
T
O
P
リ
ニ
ア
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、超
党
派
の
「
リ
ニ
ア
を
考
え
る

自
治
体
議
員
懇
談
会
」
も
発
足
。
7
月
17
日
に
参
議
院
議
員
会
館

で
院
内
集
会
、
7
月
21
日
、
22
日
に
静
岡
で
全
国
集
会
が
開
催
さ

れ
る
ほ
か
、
法
的
措
置
や
韓
国
C
O
Ｐ
12
で
の
国
際
的
ア
ピ
ー
ル

な
ど
も
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
反
対
運
動
は
日
に
日
に
緊
迫
感
を
増

し
て
い
ま
す
。更
に
世
論
を
大
き
く
し
て
い
く
た
め
に
こ
の
動
き
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
各
方
面
へ
の
働
き
か
け
を
!

● 

環
境
汚
染

山
間
部
で
は
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
の
膨

大
な
残
土
処
分
の
た
め
、
谷
を
埋
め
た
り

山
を
切
り
広
げ
た
り
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

固
有
の
生
態
系
の
破
壊
、地
下
水
や
河
川
の

水
質
悪
化
、
山
体
崩
壊
の
問
題
が
未
解
決
。

都
市
部
で
は
夥
し
い
数
の
残
土
搬
出
用
ダ

ン
プ
の
往
来
に
よ
る
大
気
汚
染
と
、
沿
道
の

小
児
喘
息
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
過
大
な
電
力
消
費

在
来
新
幹
線
の
4
〜
5
倍
の
電
力
を
消

費
。
浜
岡
原
発
再
稼
働
を
想
定
し
て
い
る
の

で
は
と
の
疑
い
の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

●
健
康
被
害
の
可
能
性

電
磁
波
に
よ
る
小
児
白
血
病
な
ど
、
深

刻
な
健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
J
R
東
海
が
依
拠
す
る
国
際
電

離
放
射
線
防
護
委
員
会
（
I
C
N
I
R
P
）

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
急
性
影
響
し
か
考

慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、慢
性
影
響
は
検
討
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

●
交
通
機
関
と
し
て
の
安
全
性

走
行
ル
ー
ト
が
東
海
地
震
へ
の
地
震
対

策
防
災
強
化
地
域
内
を
通
過
。
糸
魚
川
〜

静
岡
構
造
線
と
い
う
本
州
を
南
北
に
貫
く

活
断
層
群
を
横
切
っ
て
い
ま
す
。
事
故
時
の

脱
出
口
が
標
高
1
4
0
0
m
の
無
人
地
帯

（
最
寄
り
の
集
落
ま
で
40
㎞
）
に
位
置
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
な
ど
、
避
難
計
画

は
不
十
分
で
す
。

その他、採算性の面からも大きな問題のあるリニア計画、詳しくは、リニア・市民ネットのwebサイトhttp://www.gsn.jp/linear/
橋山禮治郎『リニア新幹線 巨大プロジェクトの「真実」』（集英社）などをご参照ください。
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す
ぐ
ろ　

出
会
っ
た
頃
の
こ
と
覚
え
て
る
?

清
野　

う
ん
。
僕
が
大
学
一
年
生
だ
っ
た
ん
だ

よ
ね
。
大
学
の
中
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
が
、

ア
ジ
ア
ン
ス
パ
ー
ク
と
い
う
団
体
の
メ
ン
バ
ー

で
、
そ
こ
に
に
ゃ
ん
こ※
１

も
い
て
。

す
ぐ
ろ　

ア
ジ
ア
ン
ス
パ
ー
ク
っ
て
、
も
と
も

と
は
ア
フ
ガ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
始
ま
っ
た

ん
だ
よ
ね
。
9
・
11
の
テ
ロ
事
件
の
後
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
が
攻
撃
さ
れ
た
と
き
に
、
自
分
た

ち
で
で
き
る
支
援
を
っ
て
動
き
始
め
て
。
メ
ン

バ
ー
が
サ
ッ
カ
ー
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
届
け
て
一
緒
に
遊

ぼ
う
!
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
届
け
よ
う
!
っ
て
。

清
野　

そ
う
そ
う
。
そ
の
後
に
2
0
0
3
年

の
イ
ラ
ク
攻
撃
反
対
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
と
き
に

踊
り
を
つ
く
る
話
が
あ
っ
て
、
パ
レ
ー
ド
で
盛

り
上
げ
よ
う
っ
て
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
て
。
デ
モ

じ
ゃ
な
く
て
パ
レ
ー
ド
に
し
よ
う
っ
て
い
う
の

は
、
今
で
は
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
け
ど
。

す
ぐ
ろ　

当
時
は
全
然
そ
ん
な
こ
と
な
く
て
。

清
野　

若
者
が
政
治
的
に
行
動
す
る
こ
と
の

垣
根
を
下
げ
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ん
だ

よ
ね
。
僕
す
っ
ご
い
覚
え
て
る
。「
僕
た
ち
は
コ

ピ
ー
用
紙
の
一
枚
一
枚
を
重
ね
て
い
る
」っ
て
話
。

す
ぐ
ろ　

私
も
す
ご
く
覚
え
て
る
。
長
い
歴

史
上
で
、
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
時
間
に

で
き
る
こ
と
は
と
っ
て
も
小
さ
い
か
も
し
れ
な

い
。
階
段
一
段
を
上
が
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
コ
ピ
ー
用
紙
一
枚
分

で
も
重
ね
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
つ
か

先
の
世
代
で
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
。
私
た
ち

は
た
だ
そ
の
役
割
を
全
う
す
る
こ
と
、そ
れ
が

大
事
だ
よ
ね
っ
て
話
し
て
た
よ
ね
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、若
い
人
が
政
治
的
な
行
動
に
参
加
し

や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

と
こ
ろ
で
、
キ
ヨ
は
当
時
、
早
稲
田
大
学
の

政
治
経
済
学
部
だ
っ
た
け
ど
、も
と
も
と
政
治

的
な
問
題
に
関
心
が
あ
っ
た
の
?

清
野　

僕
は
高
校
の
時
に
ス
ト
リ
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
っ
た
ん
だ
よ
ね
。そ
の
と
き

に
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
。

だ
け
ど
一
番
大
き
か
っ
た
の
は
9
・
11
。
あ
の

と
き
に
高
校
3
年
だ
っ
た
の
か
な
。
だ
け
ど
、

す
ー
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
し
ま
っ
て
。

そ
の
日
の
夜
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
ん
だ

け
ど
、
世
界
が
、
地
球
が
動
く
音
が
し
た
ん
だ

よ
。
こ
れ
か
ら
先
、
地
球
は
前
の
世
界
に
戻
れ

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
く
ら
い
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
て
。
そ
の
と
き
か
ら
、
な
ん
で
こ

う
い
う
暴
力
が
起
こ
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
確
か
。
に
ゃ
ん
こ
は
最
初

に
こ
う
い
う
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
は

な
ん
だ
っ
た
の
?

す
ぐ
ろ　

私
は
母
の
影
響
が
大
き
い
か
な
。
5

歳
く
ら
い
の
と
き
に
、
横
須
賀
に
ト
マ
ホ
ー

ク
っ
て
い
う
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
さ
せ
な
い
た
め

の
集
会
に
泊
ま
り
が
け
で
行
っ
た
の
を
覚
え

て
る
。
チ
ラ
シ
配
り
し
た
り
横
断
幕
つ
く
っ
た

り
し
た
な
ぁ
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
戦
争
に
関
す
る

本
や
映
画
に
ふ
れ
る
機
会
が
多
く
て
。
そ
の
た

び
に
母
親
と
話
し
た
り
考
え
り
し
て
い
た
か

ら
、
自
然
と
深
い
と
こ
ろ
に
し
み
込
ん
で
、
絶

対
戦
争
さ
せ
な
い
社
会
に
し
な
く
ち
ゃ
っ
て

固
く
誓
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

イ
ラ
ク
攻
撃
反
対
の
行
動
の
と
き
は
、
ア

ポ
も
取
ら
ず
に
各
国
大
使
館
に
説
得
に
回
っ

た
り
、
国
会
議
員
に
ロ
ビ
イ
ン
グ
し
た
り
、
劣

化
ウ
ラ
ン
弾
反
対
の
集
会
と
か
企
画
し
た
り
、

色
々
や
っ
た
よ
ね
。
そ
し
て
各
国
の
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
り
し
た
ね
。

み
ん
な
が
本
気
で
動
け
ば
絶
対
に
戦
争
を

止
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
し
、
自
分
た
ち
自

身
が
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
た
か

ら
、
み
ん
な
目
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
た
。

清
野　

僕
は
あ
と
か
ら
関
わ
っ
た
ん
だ
け
ど
、

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。ま
ず
若
い
人
た
ち
が
や
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
先
輩
た
ち
も
こ
ん

な
に
長
い
歴
史
の
中
で
、
戦
争
に
つ
い
て
、
核

に
つ
い
て
考
え
る
人
が
い
る
ん
だ
っ
て
だ
ん
だ

ん
わ
か
っ
て
き
て
。

す
ぐ
ろ　

そ
の
頃
キ
ヨ
は
金
髪
で
ノ
リ
ノ
リ

な
兄
ち
ゃ
ん
っ
て
感
じ
だ
っ
た
も
ん
ね（
笑
）。

清
野　

そ
う
。
で
、
そ
の
前
は
ピ
ン
ク
の
モ
ヒ

カ
ン
だ
っ
た（
笑
）。
大
学
の
時
は
そ
れ
も
い
い

と
思
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
違
う
な
っ

て
。
外
見
じ
ゃ
な
い
。
中
身
だ
よ
っ
て
思
っ
て
。

な
ん
で
俺
は
き
つ
い
服
を
着
て
る
ん
だ
っ
て
。

す
ぐ
ろ　

パ
ツ
パ
ツ
の
ね
（
笑
）。
そ
れ
で
、
話

は
戻
る
ん
だ
け
ど
、イ
ラ
ク
攻
撃
反
対
運
動
の

後
は
森
林
保
護
活
動
に
入
る
よ
ね
。
何
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
の
?

清
野　

て
ん
つ
く
マ
ン
の
映
画※
２
の
中
で
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
空
の
映
像
が
流
れ
る
の
ね
。

砂
漠
な
の
。
そ
の
時
、
こ
れ
は
「
あ
、
森
が
な

い
と
人
は
幸
せ
に
な
れ
な
い
」
っ
て
直
感
的
に

思
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
で
、「
あ
、
こ
の
ま
ま
大
学

に
い
る
よ
り
、
木
を
植
え
に
行
こ
う
」
っ
て
。

そ
れ
で
、
ケ
ニ
ア
に
行
っ
て
み
た
ら
、
本
当

に
日
本
と
状
況
は
違
う
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

政
策
が
大
事
だ
な
と
思
っ
た
の
ね
。
も
ち
ろ
ん

僕
が
日
本
人
と
し
て
行
っ
て
、
木
を
植
え
る
こ

と
は
大
事
な
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
ど
う
し
た
ら
森
を
守
れ
る
か
だ
と
か
、

人
の
心
が
自
然
を
守
る
方
向
に
い
く
か
だ
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
の
が
大
事
な
ん

だ
な
っ
て
。
で
、
日
本
に
帰
っ
て
こ
れ
を
テ
ー

マ
に
研
究
し
た
。

す
ぐ
ろ　

そ
の
頃
の
研
究
と
か
、
卒
業
後
に
自

然
保
護
の
財
団
法
人
で
働
い
た
こ
と
が
、
キ
ヨ

の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
る
ん
だ
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

秩
父
の
街
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
い
く
と
思

う
と
楽
し
み
だ
な
ぁ
。

　

こ
の
4
月
、秩
父
市
議
選
に
初
挑
戦
で
堂
々
の
3
位
当
選
を
果
た
し
た
清
野

さ
ん
。
2
期
6
年
務
め
た
杉
並
区
議
と
い
う
立
場
を
離
れ
て
、
こ
の
8
月
か

ら
ド
イ
ツ
に
行
く
と
い
う
す
ぐ
ろ
さ
ん
。
二
人
は
10
年
以
上
前
、同
じ
団
体
で

平
和
運
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
常
に
切

実
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
走
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
お
二
人
に
、当
時
の
様
子
や

こ
の
10
年
、
そ
し
て
未
来
に
向
け
た
思
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

集団的自衛権と尖閣問題がよく分かる本 　平和外交を考えるための２冊

孫崎　享『日本の国境問題』
（2011年、ちくま新書）

豊下楢彦『集団的自衛権とは何か』
（2007年、岩波新書）

安
倍
首
相
が
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を

閣
議
決
定
す
る
暴
挙
に
出
ま
し
た
。日
本
へ

の
侵
略
の
み
な
ら
ず
「
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃

が
発
生
し
た
場
合
」
で
も
「
我
が
国
の
存
立
が
脅

か
さ
れ
、
国
民
の
権
利
が
根
底
か
ら
脅
か
さ
れ
る

明
白
な
危
険
」
が
あ
れ
ば
海
外
で
武
力
を
行
使
で

き
る
こ
と
を
、
憲
法
第
9
条
は
認
め
て
い
る
と
い
う

無
茶
苦
茶
な
解
釈
を
す
る
の
で
す
。

豊
下
さ
ん
の
本
は
、
安
倍
首
相
が
こ
う
し
た
憲

法
解
釈
を
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
な
ぜ
、
ど
う
い
う
理
屈

で
企
て
て
き
た
の
か
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、
日
米
安
保

の
あ
り
方
（
米
国
が
日
本
を
防
衛
す
る
代
わ
り
に

日
本
は
米
軍
基
地
を
提
供
す
る
）を
、自
衛
隊
が
海

外
で
米
軍
と
と
も
に
戦
争
で
き
る
仕
組
み
に
変
え

る
狙
い
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。憲
法
と

日
米
安
保
と
集
団
的
自
衛
権
の
関
係
を
知
る
に
は
、

た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
必
要
と
な
る
理
由
と

し
て
、「
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
大
き

な
変
化
」が
言
わ
れ
ま
す
。
北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル

開
発
と
中
国
の
海
洋
進
出
の
脅
威
、
と
く
に
尖
閣

諸
島
が
奪
わ
れ
る
危
険
性
。

孫
崎
さ
ん
の
本
は
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
め

ぐ
る
日
中
間
の
交
渉
や
争
い
の
歴
史
を
辿
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、領
有
権
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す

る
方
法
と
し
て
、
旧
領
土
の
奪
還
で
は
な
く
共
同

開
発
を
選
ん
だ
戦
後
ド
イ
ツ
の
知
恵
、
ま
た
「
尖

閣
諸
島
を
め
ぐ
る
領
有
権
問
題
の
棚
上
げ
」（
日

本
の
管
轄
の
容
認
）と
い
う
日
中
首
脳
間
の
過
去
の

合
意
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
日

中
関
係
の
改
善
の
た
め
の
、
領
土
問
題
や
国
際
紛

争
の
平
和
的
解
決
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

白
川  

真
澄　

　
（
季
刊
『
ピ
ー
プ
ル
ズ
・プ
ラ
ン
』編
集
長

　

緑
の
党 

運
営
協
力
ス
タ
ッ
フ
）

BOOK REVIEW

INTERVIEW

僕
た
ち
は
コ
ピ
ー
用
紙
の

一
枚
一
枚
を
重
ね
て
い
る

（
上
）有
事
法
制
に
反
対
し
て
街
頭
に
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る

す
ぐ
ろ
。（
下
）ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
に
て
。

 清野 和彦
　埼玉県秩父市議　

すぐろ奈緒
緑の党前共同代表　前杉並区議　

 ×

清
野　

に
ゃ
ん
こ
は
区
議
時
代
ど
う
だ
っ

た
? 

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
あ
る
?

す
ぐ
ろ　

そ
う
ね
え
。
区
民
と
行
政
の
間
で

対
立
が
起
こ
っ
て
い
る
と
き
に
、
調
整
役
を

し
た
こ
と
は
印
象
に
残
っ
て
い
る
か
な
。
た
と

え
ば
、
高
齢
者
団
体
と
役
所
の
担
当
課
と
の

間
で
こ
じ
れ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
て

る
と
か
、
先
生
か
ら
注
意
を
受
け
た
生
徒
が

P
T
S
D
に
な
っ
て
家
族
と
教
育
委
員
会
の

間
で
泥
沼
化
し
て
る
と
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
紛
争

と
か
。
日
常
の
色
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
受

け
て
解
決
し
て
い
く
中
で
、
私
も
成
長
で
き
た

ん
だ
よ
ね
。

自
分
が
提
案
し
た
政
策
が
実
現
し
た
り
、

指
摘
し
た
問
題
が
改
善
さ
れ
た
り
っ
て
い
う

こ
と
も
や
り
が
い
は
感
じ
る
ん
だ
け
ど
、
怒
り

や
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
当
事
者

が
、
お
互
い
に
納
得
で
き
る
形
で
問
題
解
決
で

き
る
と
「
あ
ぁ
よ
か
っ
た
」
っ
て
思
っ
た
。

す
ぐ
ろ　

キ
ヨ
は
選
挙
を
終
え
て
今
ど
ん
な

こ
と
を
感
じ
て
る
?

清
野　

こ
ん
だ
け
若
い
人
に
期
待
し
て
る
っ
て

声
が
自
分
の
地
元
に
も
あ
る
ん
だ
っ
て
い
う
こ

と
に
驚
い
た
。
ご
高
齢
の
方
も
そ
う
だ
っ
た
。

地
域
の
未
来
を
憂
え
て
い
る
と
か
、
心
配
し
て

い
る
と
か
、
そ
う
い
う
人
が
す
ご
く
多
い
ん
だ

な
っ
て
。

人
口
減
少
な
ど
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
深

刻
に
な
っ
て
く
る
け
ど
、
そ
の
と
き
に
「
こ
ん

な
街
に
し
た
い
」っ
て
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
し
っ
か

り
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
ん
な
に
恐
れ
る
こ
と

じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
僕
は
思
っ
て
い

て
。だ
か
ら
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
の
声
を
聞
い

て
い
っ
て
、
一
緒
に
こ
の
街
を
ど
う
し
た
い
か

を
考
え
て
い
き
た
い
な
っ
て
思
う
。
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
政
治
家
っ
て
い
う
こ
と
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
試
し
続
け
た
い
。
動

き
続
け
た
い
。

す
ぐ
ろ　

そ
う
だ
ね
。
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
格
差
が
拡
大
し
て
、
原
発
事
故

が
あ
っ
て
、
戦
争
へ
の
準
備
が
加
速
し
て
…
…

自
分
の
力
が
微
力
だ
な
っ
て
痛
感
さ
せ
ら
れ

る
時
も
あ
る
け
ど
、
で
も
無
力
で
は
な
い
か
ら

ね
。
や
っ
ぱ
り
ね
、
コ
ピ
ー
用
紙
を
重
ね
る
よ

う
に
、一
つ
一
つ
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て

い
く
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。
立
場
交
代
で（
笑
）。

清
野　

う
ん
。
色
ん
な
課
題
は
あ
る
け
ど
、大

地
と
い
の
ち
が
一
番
大
事
に
さ
れ
る
社
会
を
目

指
し
て
、
お
互
い
に
進
ん
で
行
こ
う
! 

※
1 

す
ぐ
ろ
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
。

※
2 

映
画『
1
0
7
＋
1
〜
天
国
は
つ
く
る
も
の
』。
映

画
の
完
成
直
後
に
ア
ジ
ア
ン
ス
パ
ー
ク
が
主
催
で

上
映
会
を
実
施
し
た
。

選挙活動中の清野。地域の未来を地域の人とつくる。

● インタビュー全編は緑の党のwebサイトに掲載予定です。


